
安価/容易/多様に
構築/再構築可能なCPS用基盤システム

本技術の概要

CPS構築のために多様な種類のセンサ入力を、誰もが利用容易な一定の規格を定めて、クラウドデータ化
する基盤システムを提案した。必要デバイス設計、利用ソフトなど全てオープン情報とし、容易に構築/再
構築可能なシステムとなっている。

本技術のポイントと解説

●安価/容易/多様に構成のための設計方針
１．最小実現：オーバースペックとならない（汎用部品 通信 メモリ エネルギー）
２．利用容易：ユーザとサプライヤに利用容易 汎用性の高い基準設定 OSS
３．CPS統合：データに時間，空間，単位の情報を付与
４．P作用拡大：Physical空間への作用 短サンプリングによるアクチュエーション

●ユーザのみでIoT化可能
標準的なMSM+OutおよびPDHの利用にGCP、AWSなどのプラットフォームを利用すれば、ユーザがPCを立ち上げる程
度の作業でIoTでの見える化システム構築可能。

●様々な現場で実証実験中
イチゴ農家、エビ養殖、食品製造工場、レストラン配膳ロボット、ビール醸造など様々な現場で実証実験を行い、有用性
を確認中である。現場のニーズに合わせて、センサの追加などが容易に実現できる点が有利。
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R-CPS
Reconstructable basic system for Cyber Physical System

技術紹介

高高速センシング／コントロール
アナログ／デイジタル信号有線
短サンプリングタイ1msec

MSM
(Multi -SensorModule)
オンボードセンサ
[・XYZ加速度
・ RxRyRzジャイロ
・XYZ磁気・温度
・湿度・気圧・空気清浄度
・ RGB光強度・光学式距離］
外部センサ用ADCUARTT exl2Cアク
チュエータ用DACC D-1/0、外付LCD
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PC、タブレット上
ダッシュボード官能評価など

クラウド必要時解析

クラウド常時見える化

Flow
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実施もありAPI

ブラウザ

①打刻
②接続デバイスID
（グローバル/ローカル位置）
③名称（速度など）
④値（フォーマット正規化）
⑤単位(m/secなど）
⑥状態監視

ハード例：RaspberryPi,ミニPC,PCなど
OS：Windows,, Linux系(Ubuntu,Raspbian)

データ

各種外付けセンサ

有線

アクチュエータ（モータ、バルブ、ロボット）用
コントローラ／PC

LAN,, Wi-Fi,有線
長サンプリングタイム
100msec

安価で容易に多様に繋がり、繋き変えられる
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